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介護等体験対象学生の大学入学以前における障害児 ･者等にかかわる

体験や学習の状況について

笠 原 芳 隆*･河 合 康*

本研究では,本学学校教育学部学生が,大学入学までに経験してきた障害児 ･者や高齢者にかかわ

るボランティア体験や福祉に関する学習等の状況を明らかにし,介護等体験事前指導における指導内

容選定の基礎的資料を得ることを目的とした｡

その結果,約 4分の3の対象学生が,本学入学以前に体験や学習をしてきていること,体験や学習

の内容として,高齢者や障害児 ･者と直接ふれあう活動が多いことが明らかになった｡しかし,高齢

者や障害児 ･者の心理の理解,障害についての理解,福祉の在 り方に関する理解等がなされた上で活

動が行われているかどうか疑問が残 り,少なくとも介護等体験事前指導を行 う際には,このことに留

意して指導を行 う必要があると考えられた｡

キーワード:介護等体験,事前指導,障害児 ･者等にかかわる体験や学習

1.問 題

近年,学校教育現場におけるいじめの問題や,障害

児･者との交流の推進がクローズアップされているO

そのような中,平成9年に小学校及び中学校の教諭の

普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関す

る法律が制定された｡制定の趣旨は,義務教育に従事

する教員が個人の尊厳及び社会連帯の理念に関する認

識を深めることの重要性にかんがみ,教員としての資

質の向上を図り,義務教育の一層の充実を期する観点

から,平成10年度大学入学者より小中学校の教諭の普

通免許状を取得しようとする者に介護等体験を義務づ

けたところにある (全国特殊学校長会,1998)0

上越教育大学においても,平成10年度学校教育学部

入学生から,特殊教育諸学校 2日間,社会福祉施設 5

日間,計 7日間の介護等体験が,一部教育実地研究と

兼ねる形で実施されている (笠原 ･大野,2000)0

実際に介護等体験を経験した学生の多くは,体験そ

のものに満足感をもち,障害者や高齢者に対する理解

が深まり,経験した内容を何らかの形で教職活動に生

かせると考えており,一定の成果をあげている｡しか

し一方で,体験中にコミュ､ニケ-ショソの取 り方が分

からずに戸惑いをもっていたり,障害児教育に進むつ

もりがないから教職活動には生かせないと考えていた

' 上越教育大学障害児教育講座

りする学生も存在する (笠原,2000)0

介護等体験を実施する際には事前指導を行い,その

趣旨が十分生かされるよう配慮する必要がある｡しか

し,その時間が十分に確保されていないケースが多い

(小川,2000)｡本学の場合も介護等体験に直接関係す

る事前指導の時間は約90分間と短く,介護等体験の趣

旨や障害のとらえ,介助法などについて総花的にふれ

る程度にとどまっており,このことが学生の戸惑いや

趣旨理解不足につながっているものと考えられる｡事

前指導の時間を十分とることが最善の策であると考え

られるが,カリキュラムの関係で時間の確保が困難で

あるとすれば,その内容を精選していく必要がある｡

文部省 (1990)は,昭和54(1979)年度から,小中

学校において心身障害児に対する理解 ･認識を深める

ための指導の在 り方について研究を行う ｢心身障害児

理解推進校｣を指定するなどして,心身障害児との交

流活動を推進する必要性を述べており,実際に各学校

で,特殊教育諸学校等との学校間をはじめ様々な形態

による交流活動が行われていたと考えられる｡本学学

校教育学部入学生においても,入学までの間に障害

児 ･者や高齢者をはじめとする福祉に関する何らかの

体験や学習をしてきていることが予想される｡その体

験や学習の状況を明らかにすることが,限られた時間

で行われる介護等体験事前指導の内容選定の一助にな

るのではないかと考える｡
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2.日 的

本研究では,本学学校教育学部学生が,大学入学ま

でに経験してきた障害児 ･者や高齢者にかかわるボラ

ンティア体験や福祉に関する学習等の状況を明らかに

し,介護等体験事前指導における指導内容選定の基礎

的資料を得ることを目的とする｡

3.方 法

(1) 対象

平成13年度上越教育大学学校教育学部入学生(以下,

対象学生)162人

(2)方法

調査用紙を直接対象学生に配布し,記入を求めた上

で回収した｡

(3) 調査実施時期

2001年 5月 (介護等体験事前指導実施時)

(4)調査項目

【調査項目】

① 小学校での障害児 ･著や高齢者にかかわるボラン

ティア体験や福祉に関する学習等の有無

･体験や学習の場 (機会)

･体験や学習の内容

･体験や学習の実施に対するとらえ

(卦 中学校での障害児 ･者や高齢者にかかわるボラン

ティア体験や福祉に関する学習等の有無

･体験や学習の場 (機会)

･体験や学習の内容

･体験や学習実施に対するとらえ

③ 高等学校での障害児 ･者や高齢者にかかわるボラ

ンティア体験や福祉に関する学習等の有無

･体験や学習の場 (機会)

･体験や学習の内容

･体験や学習の実施に対するとらえ

⑥ 学校以外の場での障害児 ･者や高齢者にかかわる

ボランティア体験や福祉に関する学習等の有無

･体験や学習の場 (機会)

･体験や学習の内容

･体験や学習の実施に対するとらえ

【フェースシート項目】

a) 性別

② 将来教職就職希望の有無

③ 障害児教育-の関心の有無

⑥ 将来障害児教育就職希望の有無

⑤ 介護等体験実施に対する不安の有無

⑥ 介護等体験義務づけに対する精神的負担感の有無

4.結 果

(1)回収率

対象学生162人全員から調査用紙を回収することが

でき,回収率は100%であった｡

(2) 対象学生の状況

① 性別

男子65人 (40.1%),女子97人 (59.9%)であった｡

② 教職就職希望の有無

将来教職に就くことを希望する者は149人(92.0%),

希望しない者は10人 (6.2%),無回答3人 (1.8%)で

あった｡ ヽ

③ 障害児教育-の関心の有無

障害児教育への関心の有無についての回答結果は図

1のとおりであり,｢ある｣,または ｢大変ある｣と回

答した者を合わせると69.1%と7割近 くに及んでいる

ことが分かる｡

⑥ 障害児教育就職希望の有無

将来の障害児教育就職希望の有無についての回答結

果は図2のとおりであり,実際に就職ということにな

ると,｢ない｣または｢全くない｣が合わせて69.7%と,

7割近くにのぼっていることが分かる｡

図1 障害児教育への関心

図2 障害児教育への就職希望

(3) 障害児 ･者や高齢者にかかわるボランティア体験

や福祉に関する学習等の状況

小学校,中学校,高等学校または学校外で障害児 ･

者や高齢者にかかわるボランティア体験や福祉に関す

る学習等をしたと回答した者は119人 (73.5%),全く

していないと回答した者は43人 (26.5%)で,約4分

の3の対象学生がこれまでに何らかの体験や学習をし
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てきていることが明らかになった｡また,体験や学習

の場 (機会)としてほ,中学校が84人と最も多 く,つ

いで小学校の61人,高等学校45人,校外39人 (複数回

答,N-119)の順であった｡

(4) 小学校での障害児 ･者や高齢者にかかわるボラン

ティア体験や福祉に関する学習等の状況

① 小学校における障害児 ･者や高齢者にかかわるボ

ランティア体験や福祉に関する学習等の経験の有無

小学校において体験や学習経験があるとした対象学

生は61人 (37.2%)で,4割弱の対象学生が小学校の

段階で何らかの体験や学習をしていることが明らかに

なった｡

② 体験や学習の場 (機会)

体験や学習の場 (機会)は図3のとおりであり,課

外活動や児童会活動など,正課の授業以外で体験や学

習をしている割合が高いことが分かる｡

③ 体験や学習の内容

具体的な体験や学習の内容について自由記述をカテ

ゴライズした結果は図4のとおりであり,高齢者との

活動が多いことが分かる｡

図3 小学校における体験 ･学習の場

イ 障害児 ･者との活動

障害児 ･者との活動としては,養護学校や障害者施

設への訪問と校内特殊学級との交流が多かった｡具体

的な活動の内容としては,障害児と一緒に授業や学校

行事に参加する,交流会で一緒にレクリェ-ションを

する,車いす体験などをした上で施設に出かけ,一緒

に歌を歌ったり散歩をしたりする,点字クラブで点字

について学ぶといった体験のはか,特に機会を設定し

たわけではなく,自校内の特殊学級や自学級にいる障

害児と自然に一緒に遊ぶといった体験も複数寄せられ

ていた｡

り その他の活動

その他の活動として,震災地や発展途上国へ向けて

の募金活動,アル ミ缶 リサイクルによる車いすの贈呈,

高齢者や障害児 ･者とは直接関係しない通学路や公共

の場の清掃などがあげられていた｡

④ 体験や学習の実施に対するとらえ

小学校での障害児 ･者や高齢者にかかわるボラン

ティア体験や福祉に関する学習等をした対象学生61人

のうち,54人(88.5%)の者が自分自身のために役立っ

たと回答していた｡

(5) 中学校での障害児 ･者や高齢者にかかわるボラン

ティア体験や福祉に関する学習等の状況

① 中学校における障害児 ･者や高齢者にかかわるボ

ランティア体験や福祉に関する学習等の経験の有無

中学校において体験や学習経験があるとした対象学

生は84人 (51.2%)で,対象学生の半数以上が中学校

の段階で何らかの体験や学習をしていることが明らか

になったo

② 体験や学習の場 (機会)

体験や学習の場 (機会)は図5のとおりであり,小

学校同様課外活動や生徒会活動など,正課の授業以外

で体験や学習をしている割合が高いことが分かる｡

図4 小学校における体験 ･学習内容

ア 高齢者との活動

高齢者との活動としては,老人ホーム訪問 (慰問)

が多く,具体的な内容としては高齢者と一緒に歌を歌

う,話をする,昔の遊びをする,ゲ｣ムをするといっ

た直接交流や食事 ･入浴の手伝い,車いすを押して?

散歩などの介助,ホームのゴミ拾いや清掃などの環境

整備などがあげられていた｡
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高齢者との
活動
48%

ハンディキャッ
プ体旗･学習

8.7% 障害児･者と
の活動
13.0%

図6 中学校における体験 ･学習内容

③ 体験や学習の内容

具体的な体験や学習の内容についての自由記述をカ

テゴライズした結果は図6のとおりである｡内容につ

いても高齢者 との活動が多いことが分かるが,-ソ

ディキャップ体験や介助法の学習等が新たなカテゴ

リーとして入ってきている｡

ア 高齢者との活動

高齢者との活動としては,やはり圧倒的に老人ホー

ム訪問 (慰問)が多く,具体的な内容としては,利用

者の前で音楽演奏等芸能発表をするなどの他,小学校

の場合と同様に,利用者と一緒に将棋をする,話をす

るといった直接交流やホームの行事 ･食事 ･入浴の手

伝い,車いすを押しての散歩などの介助,ベッドメ-

キングや清掃などの環境整備などがあげられていた｡

イ 障害児 ･者との活動

障害児 ･者との活動としては,養護学校や障害者施

設への訪問等の他,身障者スポーツ大会等障害者を中

心としたイベントへの参加もみられた｡具体的な活動

の内容としては,障害児と一緒に学校行事に参加する,

交流会で一緒にレクリェ-ショソをするなどの他,身

障者スポーツ大会の手伝いや車いすデニスのポール

ボーイ,買い物ボランティアといった体験があげられ

ていた｡

ウ -ソディキャップ体験や介助法の学習

このカテゴリーに入る具体的な活動 ･学習の内容と

しては,アイマスク着用による視覚障害体験,車いす

乗車体験,車いすの使い方など障害者との接し方の学

管,手話や点字の学習,障害者の講話聴取などがあげ

られていた｡

- その他の活動

その他の活動として,高齢者や障害児 ･者とは直接

･関係しない通学路や公共の場の清掃,座礁船の重油回

収などがあげられていた｡

⑥ 体験や学習の実施に対するとらえ

中学校での障害児 ･者や高齢者にかかわるボラン

ティア体験や福祉に関する学習等をした対象学生84人

のうち,72人(85.7%)の者が自分自身のために役立っ

たと回答していた｡

(6) 高等学校での障害児 ･者や高齢者にかかわるボラ

ンティア体験や福祉に関する学習等の状況

① 高等学校における障害児 ･者や高齢者にかかわる

ボラソティア体験や福祉に関する学習等の経験の有

無

高等学校において体験や学習経験があるとした対象

学生は45人 (27.4%)で, 3割弱と小学校や中学校の

ときよりも少なくなっている｡

② 体験や学習の場 (機会)

体験や学習の場 (機会)は図7のとおりである｡こ

れを見ると,課外活動や生徒会活動などの他,同じく

らいの割合で正課の授業でも体験や学習をしているこ

とが分かる｡

③ 体験や学習の内容

具体的な体験や学習の内容についての自由記述をカ

テゴライズした結果は図8のとおりである｡高齢者と

の活動は小学校のときと同様多いが,高齢者や障害

児 ･老関連以外のボランティア活動等の割合が増えて

いることが分かる｡

_図7 高等学校における体験･学習の場

図8 高等学校における体験 ･学習内容

ア 高齢者との活動

高齢者との活動としては,老人ホーム訪問 (慰問)

がほとんどを占めていた｡具体的な内容としては高齢

さ 者と一緒に歌を歌 う,話をするなどの直接交流や食事

の介助の他,畑仕事やカレンダーづくりなど直接利用

者と交流しないホームの業務の手伝いなどがあげられ

ていた｡
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イ 障害児 ･者との活動

障害児 ･者との活動としては,養護学校や障害者施

設,ディサービスセンターなど-の訪問などの他,自

校行事-の障害者の招待,障害者のイベント-の参加

があげらていた｡具体的な活動内容は,施設主催の行

事の手伝い,養護学校生徒との交流,マラソン大会で

の障害者の伴走,車いすバスケットボールの審判,2

泊3日の旅行の付き添いなどであった｡

ウ ハンディキャップ体験や介助法の学習

具体的な活動 ･学習内容として,中学校のときと同

様に視覚障害体験,車いす乗車体験,車いすの使い方

などの学習,手話の学習,障害者の講話聴取などの他,

車いすで実際に町に出てのバ リアフリーチェックがあ

げられていた｡

エ その他の活動

その他の活動として,患者の清拭などの看護体験,

幼児の保育体験,街頭募金活動,通学路や公共の場の

清掃などがあげられていた｡

⑥ 体験や学習の実施に対するとらえ

高等学校でのでの障害児 ･者や高齢者にかかわるボ

ランティア体験や福祉に関する学習等をした対象学生

45人のうち,36人 (80.0%)の者が自分自身のために

役立ったと回答していた｡

(7) 学校以外の場での障害児 ･者や高齢者にかかわる

ボランティア体験や福祉に関する学習等の状況

① 学校以外の場における障害児 ･者や高齢者にかか

わるボランティア体験や福祉に関する学習等経験の

有無

学校以外の場において体験や学習経験があるとした

対象学生は39人 (23.8%)であった｡

② 体験や学習の場 (機会)

体験や学習の場 (機会)としては,家庭,地域の子

供会, リーダーズ研修などがあげられていた｡

③ 体験や学習の内容

具体的な体験や学習の内容についての自由記述をカ

テゴライズした結果は図9のとおりであった｡高齢者

との活動,障害児 ･者との活動,その他の活動がほぼ

同じ割合であることが分かる｡

ア 高齢者との活動

高齢者との活動としては,学校での活動とほぼ同様

に老人ホーム訪問 (慰問)が多く,具体的な内容も同

じものが多かった｡

イ 障害児 ･者との活動

養護学校や施設でレクレーションによる交流や介助

活動の他,近所や身内に障害児 ･者がいて,特に場面

を設定することもなくその人と一緒に遊んだ り買い物

に行ったりしたとの回答も寄せられた｡

ウ -ソディキャップ体験や介助法の学習

具体的な活動 ･学習内容として,視覚障害体験∴車

いすの使い方などの学習,手話や点字の学習などがあ

げられていた｡中には,福祉職員をしている母親から

障害児 ･者との接し方について学んだとの回答もあっ

た｡

- その他の活動

その他の活動として,子供会キャンプなど年少の子

供を対象としたイベントのサポート,海岸や公共の場

の清掃などがあげられていた｡

⑥ 体験や学習の実施に対するとらえ

学校以外での障害児 ･者や高齢者にかかわるボラン

ティア体験や福祉に関する学習等をした対象学生39人

のうち,37人(88.5%)の者が自分自身のために役立っ

たと回答していた｡

(8) 介護等体験に対する不安感 ･負担感

① 介護等体験実施に当たっての不安感

これから実施される介護等体験 (特に特殊教育諸学

校観察 ･参加)に対する不安感について尋ねた結果を

図10に示した｡｢ある｣または ｢大変ある｣とした対象

学生は88.2%にのぼることが明らかになった｡

図9 学校以外の場における体験 ･学習内容

ある
82.3%

図10 介護等体験に対する不安感

② 介護等体験実施に当たっての負担感

これから実施される介護等体験 (特に特殊教育諸学

校観察 ･参加)に対する精神的負担感について尋ねた

結果は図11のとおりである｡精神的負担感については

｢ない｣または ｢まったくない｣とした者が50.8%と
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6割近 くであったが,反面負担が ｢ある｣または ｢大

変ある｣とした者が42.0%と4割を超えていた｡

全くない 大変ある

図10 介護等体験に対する不安感

5.考 察

今回の調査では,対象学生のほとんどが小学校就学

以後大学入学までのいずれかの期間に,障害児 ･者,

高齢者にかかわる何らかのボランティア体験や学習等

を行っていること,また,その具体的内容としては,

老人ホームや拳護学校,障害者施設等を実際に訪れて,

高齢者や障害児 ･者とさまざまな活動をとおして直接

ふれあうといったものが多いことが明らかになった｡

平成11年告示の小学校をはじめとする学習指導要領

で新設された総合的な学習の時間において,｢福祉｣が

取 り上げられ,ボランティア活動等を積極的に取 り入

れることが推奨されている｡また,平成13年 4月には

中央教育審議会に ｢青少年の奉仕活動 ･体験活動の推

進方策等について｣諮問され (文部科学省,2001),奉

仕活動実施について審議されている｡しかし,本調査

の結果から,それ以前より学校内外で高齢者や障害

児 ･者との直接交流やふれあい活動が実際に行われて

いたことが分かった｡一概にはいえないものの,その

成果が,障害児教育に対する関心の高さや,活動が自

分自身に何らかの形で役立っているとい う認識の高

さ,介護等体験実施における精神的負担感の少なさな

どとある程度結びついているものと推察される｡

一方で今回の結果からは課題が見えてくる｡今回明

らかになった具体的な活動の内容は,確かに高齢者や

障害児 ･者との直接的な交流体験が多 く,また,一部

で-ソディキャップ体験をした り,車いすによる介助

法や手話 ･点字を学んだ りするなど具体的な援助技術

の学習をしている｡しかし,高齢者や障害児 ･者の心

理の理解,障害についての理解,福祉の在 り方に関す

る理解等に関する学習をしたとい う記述は大変少な

い｡これらに関して何らかの指導を受けた上で意図的

に直接交流やふれあい活動に参加したのかどうか疑問

が残る｡

安藤 (1999)紘,介護等体験において,障害児に対

し,偶発的で無意図的な身体接触を行った群では否定

的な障害者理解がなされることを示唆している｡高齢

者や障害児 ･者等の心理面の理解,障害についての理

解が不十分なまま直接交流等が行われているとすれ

ば,介護等体験対象学生において,偏見や同情といっ

た誤った障害者等の理解がなされていることを否定で

きない｡障害児教育に対して関心はあるものの,その

ことが実際に障害児教育に携わろうという意諾餌こ結び

ついていないことも,障害者等の正しい理解がなされ

ていないことが背景の一つと推察できる.

人の心のいたみを理解する人,一人一人の異なる能

力を認める人を育成することができる教員を養成する

介護等体験実施に当た り,限られた時間の中で事前指

導を行 う場合には,対象学生のこれまでの体験(活動)

や学習の内容を踏まえる必要がある｡すなわち,人間

として尊厳をもって接するための,高齢者や障害児 ･

者の心理の理解,障害についての理解,福祉の在 り方

に関する理解といった面に留意して指導し,その上で

具体的な援助技術等にもふれるような形で進める必要

があると考えられる｡

6.今後の課題

本研究では,介護等体験対象学生が,大学入学まで

に経験してきた障害児 ･者や高齢者にかかわるボラン

ティア体験や福祉に関する学習等の状況を明らかに

し,介護等体験事前指導における指導内容選定の基礎

的資料を得ることを目的とした｡今後は,まず実際に

7日間の介護等体験を終えた段階で,学生自身が介護

等体験実施の趣旨である ｢個人の尊厳及び社会連帯の

理念に関する認識｣を深め,教職就職への希望に一層

結びついているかを明らかにする必要がある｡併せて,

学生の体験を踏まえた事前指導に対するニーズがどの

ようなものかを明らかにし,事前指導における指導内

容についてさらに改善を図っていく必要があると考え

る｡
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